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身
体
障
害
者
健
康
診
査

障
害
者
福
祉
課
L
2
2
4
︲
5
7
8
5

O
2
2
5
︲
3
0
3
3

　
じ
ょ
く
瘡そ

う（
床
擦
れ
）な
ど
の
予
防
の
た

め
、
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。
受
診
は

無
料
で
す
。

実
施
期
間
…
10
月
1
日
㈪
～
31
日
㈬

実
施
場
所
…
指
定
さ
れ
た
受
託
医
療
機
関

対�

象
…
在
宅
で
、
脊
髄
損
傷・脳
性
ま
ひ・

脳
血
管
障
害
な
ど
を
起
因
と
し
た
身
体

の
障
害
が
あ
り
、
常
時
車
い
す
を
使
用

す
る
18
歳
以
上
40
歳
未
満
の
方（
入
院

中
ま
た
は
施
設
に
入
所
・
通
所
し
て
い

る
方
を
除
く
）

申�

し
込
み
…
9
月
11
日
㈫
～
25
日
㈫
に
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
同
課（
本

庁
舎
１
階
）

＊
申
し
込
み
後
、受
託
医
療
機
関
一
覧
表・

健
康
診
査
記
録
票
を
送
付
し
ま
す
。

＊
平
成
29
年
度
に
受
診
し
た
方
に
は
、
事

前
に
健
康
診
査
受
診
申
請
書
を
送
付
し
ま

す
。

受�

診
方
法
…
受
託
医
療
機
関
に
健
康
診
査

の
予
約
を
し
て
、
市
か
ら
郵
送
さ
れ
た

書
類
を
持
参
し
受
診

あ
け
ぼ
の
児
童
園
入
園
申
し
込
み

あ
け
ぼ
の
児
童
園
L
2
2
4
︲
7
7
6
6

O
2
2
4
︲
7
8
0
2

　
あ
け
ぼ
の
児
童
園
は
、
知
的
な
遅
れ
や

そ
の
心
配
が
あ
る
就
学
前
の
子
ど
も
の
通

園
施
設
で
す
。
来
年
度
の
単
独
通
園
と
親

子
教
室（
週
1
回
、
親
子
で
通
園
）の
入
園

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
対
象

　
発
達
状
況
や
年
齢
に
よ
っ
て
通
園
方
法

が
変
わ
り
ま
す
。

単
独
通
園
…
4
歳
前
後
～
就
学
前

親
子
教
室
…
3
歳
前
後
～
就
学
前

■
定
員

単
独
通
園
…
20
人
程
度

親
子
教
室
…
20
組
程
度

■
申�

し
込
み
手
順

①�
10
月
22
日
㈪
～
26
日
㈮
午
後
1
時
～
4

時
に
同
園
で
入
園
説
明
書
類
を
受
け
取

り
、
②
の
面
談
日
を
予
約

②�

同
園
で
親
子
面
談
を
し
、
申
込
書
を
受

け
取
る

③�

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
11

月
26
日
㈪（
必
着
）ま
で
に
郵
送
で
〒

3
5
0
‐
0
0
5
2
宮
下
町
一
丁
目
19

‐
12
・
あ
け
ぼ
の
児
童
園

＊
あ
け
ぼ
の
児
童
園
は
、
来
年
4
月
に
寿

町
二
丁
目（
現
在
建
設
中
）に
移
転
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

保
育
園
入
園
相
談

保
育
課
L
2
2
4
︲
5
8
2
7

O
2
2
3
︲
8
7
8
6

　
来
年
度
の
入
園
を
考
え
て
い
る
子
の
保

護
者
の
う
ち
、
子
ど
も
に
心
身
の
障
害
や

言
葉
の
遅
れ
等
の
心
配
が
あ
る
方
を
対
象

に
、
個
別
で
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

申�

し
込
み
…
9
月
19
日
㈬
ま
で
に
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
で
同
課

保
育
園
等
入
園
の
申
請
書
類
の

配
布

保
育
課
L
2
2
4
︲
5
8
2
7

O
2
2
3
︲
8
7
8
6

　
来
年
4
月
か
ら
の
保
育
園
等
の
入
園
を

申
し
込
む
際
の
、
申
請
書
類
を
配
布
し
ま

す
。

　
当
日
は
、
申
請
に
つ
い
て
の
質
問
も
受

け
付
け
ま
す
。
当
日
直
接
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日�

時
…
9
月
30
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午
▼

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

会�

場
…
や
ま
ぶ
き
会
館

＊
10
月
1
日
㈪
以
降
は
、
同
課（
本
庁
舎

3
階
）、
公
立
・
私
立
保
育
園
、
認
定
こ
ど

も
園
、
地
域
型
保
育
事
業
施
設
で
配
布
し

ま
す
。

＊
保
育
園
等
の
入
園
申
請
受
け
付
け
に
つ

い
て
は
、
9
月
25
日
発
行
の
広
報
川
越
ま

た
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
1
年
前
に

当
た
る
2
0
1
9
年
。
県
内
の
熊
谷
市
が
競
技
会
場
の
一
つ
と
な
る
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
埼
玉
県
は
2
年
連
続
で
国
際
的
な
大
会
の
会
場
と
な
り
ま
す
。
世
界
の
注
目
を

集
め
る
大
会
を
埼
玉
県
全
体
で
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
の
チ
ケ
ッ
ト
抽
選
販
売
は
、
9
月
19
日

㈬
か
ら
で
す
。
抽
選
販
売
の
チ
ャ
ン
ス
を
お
見
逃
し
な
く
。
詳
し
く
は
、
公
式
チ

ケ
ッ
ト
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い（
下
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー

ド
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
）。

問�

い
合
わ
せ
…
県
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
大
会

課
L
0
4
8
‐
8
3
0
‐
6
8
7
0

チ
ケ
ッ
ト
の
一
般
先
行
抽
選
販
売
が
始
ま
り
ま
す

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
室
L
2
2
4
︲
6
3
1
5

O
2
2
4
︲
8
7
1
2

ラグビーワールドカップ2019

ラグビーワールドカップ2019 TMTM



老
齢
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年

金
に
関
す
る
お
知
ら
せ

市
民
課
L
2
2
4
︲
5
7
6
4

O
2
2
6
︲
5
0
9
1

老
齢
基
礎
年
金
に
つ
い
て

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
次
の
期
間
の
合
計

が
10
年
以
上
あ
る
方
に
、
原
則
と
し
て
65

歳
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　�

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
期
間
▼
国

民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
間

（
一
部
納
付
免
除
は
差
額
を
納
め
て
い

な
い
と
未
納
）▼
学
生
納
付
特
例
を
受

け
た
期
間
▼
納
付
猶
予
を
受
け
た
期
間

▼
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
の
加
入
期
間

（
昭
和
36
年
4
月
以
後
）▼
第
3
号
被
保

険
者
期
間
▼
合
算
対
象
期
間

　
受
給
す
る
た
め
に
は
、
請
求
が
必
要
で

す
。
請
求
は
、
国
民
年
金（
第
1
号
被
保

険
者
）の
み
に
加
入
し
て
い
た
方
は
、
同

課（
本
庁
舎
1
階
）・
市
民
セ
ン
タ
ー
・
南

連
絡
所
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

　
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
・
国
民
年
金
第

3
号
被
保
険
者
の
加
入
期
間
が
あ
る
方

は
、
川
越
年
金
事
務
所
で
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

●
受
給
の
繰
り
上
げ
と
繰
り
下
げ

　
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
は
、
申
し
出

に
よ
り
受
給
開
始
年
齢
を
早
め（
繰
り
上

げ
）、減
額
さ
れ
た
年
金
を
受
給
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
生
涯
減
額
さ
れ
た
額
で
受
給
す
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〜ひとくち情報〜　ミニ・インフォメーション　〜ひとくち情報〜
●東京2020大会 埼玉県内の都市ボランティア募集中！　オリンピック大会室L224－6315O224－8712
　東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の埼玉県内の都市ボランティアを9月30日㈰まで募集中です。詳しくは県
ホームページをご確認ください。
●無料簡易耐震診断　建築指導課L224－5974O225－9800
　2階建て以下の木造住宅について、パソコンソフトを利用した無料の簡易耐震診断を行っています。診断希望の方は、建築確
認関係図書・各階の平面図を用意して、同課（本庁舎5階）にご連絡ください。診断結果は、後日お知らせします。
●耐震調査に補助　建築指導課L224－5974O225－9800
　昭和56年以前に建てられた建築物における有料の耐震診断・耐震改修工事費用に補助金を交付します。補助には、事前の申
請が必要です。詳しくは4月10日発行の広報川越№1412・7ページをご確認ください。

る
こ
と
に
な
り
、
障
害
基
礎
年
金
や
寡
婦

年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
受
給

開
始
年
齢
を
遅
ら
せ
て（
繰
り
下
げ
）、
増

額
さ
れ
た
年
金
の
受
給
も
で
き
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
に
つ
い
て

　
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
初
診
日
が

あ
り
、
そ
の
病
気
や
け
が
に
よ
り
障
害
の

状
態
に
な
っ
た
と
き
に
、
支
給
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
や
障
害
の
程
度
な
ど
の
要
件

を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は

同
課
ま
た
は
川
越
年
金
事
務
所
L
2
4
2

︲
2
6
5
7
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①�
国
民
年
金
に
加
入
中（
任
意
加
入
中
を

含
む
）

②
20
歳
未
満

③�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
日
本
国
内
に

住
所
が
あ
る

＊
厚
生
年
金
加
入
中
や
国
民
年
金
第
3
号

名
称

納
期
限

問
い
合
わ
せ

国
民
健
康
保
険
税（
第
3
期
）

10
月
1
日
㈪

収
税
課
L
2
2
4
︲
5
6
8
6

O
2
2
6
‐
2
5
3
8

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

（
第
3
期
）

高
齢
・
障
害
医
療
課

L
2
2
4
︲
5
8
4
2

O
2
2
4
‐
7
3
1
8

介
護
保
険
料（
第
3
期
）

介
護
保
険
課
L
2
2
4
︲
5
8
1
7

O
2
2
4
‐
5
3
8
4

市
税
な
ど
の
納
期
の
お
知
ら
せ

被
保
険
者
期
間
に
初
診
日
が
あ
る
場
合

は
、
川
越
年
金
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
共
済
組
合
加
入
中
に
初
診
日

が
あ
る
場
合
は
、
各
共
済
組
合
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

無
料
耐
震
相
談
会

建
築
指
導
課
L
2
2
4
︲
5
9
7
4

O
2
2
5
‐
9
8
0
0

　
事
前
に
申
し
込
ま
れ
た
図
面
を
基
に
建

築
士
が
無
料
の
耐
震
診
断
を
行
い
、
診
断

結
果
や
補
強
方
法
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

日�

時
…
11
月
4
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
4

時
会
場
…
霞
ケ
関
市
民
セ
ン
タ
ー

対�

象
…
木
造
住
宅（
2
階
建
て
以
下
）

申�

し
込
み
…
10
月
22
日
㈪
ま
で
に
建
物
図

面
を
直
接
同
課（
本
庁
舎
5
階
）
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防
ご
う
！ 

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
・

ス
プ
レ
ー
缶
の
事
故

資
源
循
環
推
進
課
L
2
3
9
‐
6
2
6
7

O
2
3
9
‐
5
0
5
4

　
卓
上
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
等
に
使
用
さ
れ

る
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
、
ス
プ
レ
ー
缶
の

正
し
い
捨
て
方
を
ご
存
じ
で
す
か
？ 

　
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
に
は

可
燃
性
の
ガ
ス
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

ガ
ス
が
中
に
残
っ
た
ま
ま
の
状
態
で
は
、

収
集
車
両
や
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
の
爆
発
・

火
災
等
、
重
大
な
事
故
を
引
き
起
こ
す
危

険
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
市
で
は
、
こ

れ
ら
を
処
分
す
る
際
に
は
「
必
ず
中
身
を

使
い
切
り
、
缶
に
穴
を
開
け
る
」
よ
う
に

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
作
業
は
風
通
し
の
良
い
屋
外
で
、
周
囲

に
火
気
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
穴
を
開
け
た
カ
セ
ッ
ト

ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶

は
「
び
ん
・
か
ん
」
の

収
集
日
に
集
積
所
へ
出

し
て
く
だ
さ
い
。
排
出

方
法
を
守
り
、
安
全
に

処
理
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
ス
プ
レ
ー
缶
に
は
、
ガ
ス
を
出

し
切
る
た
め
の
ガ
ス
抜
き
キ
ャ
ッ
プ
が
装

着
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
キ
ャ

ッ
プ
の
形
状
、
使
用
方
法
は
商
品
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
商
品
に
記
載

さ
れ
た
使
用
説
明
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

保
健
医
療
推
進
課
L
2
2
4
‐
5
8
3
2

O
2
2
4
‐
7
3
1
8

　
救
急
業
務
や
救
急
医
療
へ
の
理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め
、
毎
年
、
救
急
の
日（
９
月

９
日
）を
含
む
１
週
間（
今
年
は
9
月
9
日
㈰
～
15
日
㈯
）は
救
急
医
療
週
間
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
立
つ
救
急
電
話
相
談
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

埼
玉
県
救
急
電
話
相
談

L
#
7
1
1
9

L
0
4
8
‐
8
2
4
‐
4
1
9
9

　
24
時
間
3
6
5
日
受
け
付
け
て
い
ま

す
。音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
ま
す
の
で
、

次
の
相
談
内
容
に
応
じ
て
番
号
を
選
択
し

て
く
だ
さ
い
。
電
話
機
や
回
線
が
対
応
し

て
い
な
い
等
の
場
合
は「
医
療
機
関
案
内
」

に
電
話
が
つ
な
が
り
ま
す
。

■
医
療
機
関
案
内（
3
を
プ
ッ
シ
ュ
）

　
お
近
く
の
診
療
可
能
な
医
療
機
関
の
名

称
・
所
在
地
・
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
し

ま
す（
歯
科
・
口
腔
外
科
・
精
神
科
を
除

く
）。
大
人
・
小
児
と
も
に
対
応
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
内
容
に
よ
っ
て
は
案
内
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

＊
案
内
さ
れ
た
医
療
機
関
を
受
診
す
る
前

に
、
受
診
が
可
能
か
ど
う
か
、
必
ず
そ
の

医
療
機
関
に
電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ご
存
じ
で
す
か
？ 

救
急
医
療
週
間

あ
な
た
の
近
く
の
A
E
D（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）を
使
い
ま
し
ょ
う

　
救
急
医
療

で
は
、
市
民

が
行
う
応
急

手
当
も
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
特
に
心
肺

停
止
者
に
対
し
て

は
、
現
場
に
居
合
わ

せ
た
市
民
が
速
や
か

に
A
E
D
を
使
用

す
る
こ
と
で
、
そ
う

で
な
い
場
合
と
比
べ
、
生
存
率
や
社
会
復

帰
率
が
向
上
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
の
主
な
公
共
施
設
に
合
計

1
9
4
台
の
A
E
D
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
A
E
D
は
駅
や
百
貨
店
な

ど
多
く
の
人
が
出
入
り
す
る
施
設
に
も
備

え
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
近
く
の
A
E
D
を
検
索
で

き
る
よ
う
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

A
E
D
マ
ッ
プ
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

左
の
2
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
ま
た
は
「
埼
玉

県 

A
E
D
」
で
検
索
で
き
ま
す
。
も
し

も
の
と
き
に
備
え
て
、
ブ
ッ

ク
マ
ー
ク
登
録
な
ど
を
し

て
お
く
と
便
利
で
す
。

●
聴�

覚
障
害
の
方
も
利
用
で
き
ま
す

　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
依
頼
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
フ
ァ
ク
ス
で
聴
覚
障

害
者
専
用
医
療
機
関
案
内
O
0
4
8
‐

8
3
1
‐
0
0
9
9
。

■
小
児
救
急
電
話
相
談（
1
を
プ
ッ
シ
ュ
）

　
子
ど
も
の
急
な
病
気
や
け
が
の
際
に
、

家
庭
で
の
対
処
方
法
や
受
診
の
必
要
性
に

つ
い
て
、
看
護
師
が
電
話
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。
L
#
8
0
0
0
ま
た
は
L
0
4
8

‐
8
3
3
‐
7
9
1
1
か
ら
も
直
接
電

話
を
か
け
ら
れ
ま
す
。

＊
相
談
は
、
医
療
行
為
で
は
な
く
判
断
の

参
考
に
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

■
大
人
の
救
急
電
話
相
談（
2
を
プ
ッ
シ
ュ
）

　
大
人
の
急
な
病
気
や
け
が
の
際
に
、
家

庭
で
の
対
処
方
法
や
受
診
の
必
要
性
に
つ

い
て
、
看
護
師
が
電
話
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。
L
#
7
0
0
0
か
ら
も
直
接
電
話
を

か
け
ら
れ
ま
す
。

＊
相
談
は
、
医
療
行
為
で
は
な
く
判
断
の

参
考
に
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

救
急
電
話
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

AED（自動体外式
除細動器）

ご
み
処
理
と
ぴ
っ
く
す
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地域の人の思いをつなぐ地域会議
～ 地域づくりは自分たちの手で ～

地域づくり推進課L224－5705O224－6705

　
近
年
、
防
災
・
防
犯
・
福
祉
・

環
境
・
教
育
・
子
育
て
な
ど
多
く

の
分
野
に
お
け
る
課
題
解
決
に
向

け
て
、
地
域
の
力
が
大
変
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
つ
い
て
、
地
域
を
良
く
し
た
い

と
活
動
し
て
い
る
方
々
が
主
体
と

な
り
、
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
や
将
来
の
方
向
性
を
協
議
し

て
い
る
の
が
地
域
会
議
で
す
。

　
同
会
議
で
は
、
地
域
に
携
わ
る

自
治
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
P
T
A
・

育
成
会
・
公
共
的
団
体
・
N
P
O
・

企
業
な
ど
が
連
携
し
て
、
そ
こ
で

暮
ら
す
皆
さ
ん
に
と
っ
て
住
み
よ

い
地
域
づ
く
り
を
市
と
協
働
し
て

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
に
は
13
か
所
の
地

域
会
議
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
地
域
会
議
の
活
動
内
容
に
つ
い

て
、
全
3
回
に
わ
た
っ
て
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

　
今
後
、
各
地
域
会
議
が
行
う
地

域
を
良
く
す
る
取
り
組
み
に
ご
参

加
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
名
細
地
域
会
議
で
は
、
地
域
で
抱
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
の
解
決
に
向
け
た
話
し
合
い
を
行
っ
て

い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
高
齢
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
日
常
の
家

事
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
が
支

援
す
る
家
事
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、

名
細
地
区
を
4
つ
の
地
区
に
分

け
て
、
よ
り
詳
細
な
洪
水
・
内

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、地
区
内
の
学
校
、

自
治
会
長
な
ど
に
配
布
し
ま
し
た
。

名
細
市
民
セ
ン
タ
ー
L
2
3
1
‐
2
2
0
2

O
2
3
9
‐
1
1
6
6

名
細
地
域
会
議

　
大
東
地
域
会
議
で
は
、「
地
域
の
活
性
化
に
向

け
た
話
し
合
い
の
場
づ
く
り
」「
青
少
年
の
健
全

育
成
と
家
族
ぐ
る
み
で
楽
し
め

る
事
業
の
実
施
」「
大
東
地
区

の
将
来
構
想
に
向
け
た
話
し
合

い
の
場
づ
く
り
」
を
目
標
に
、

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
話

し
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
度
は
、
安
全
安
心
マ
ッ
プ
の

作
成
、
大
東
ふ
れ
あ
い
音
楽
祭

を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
同
音
楽
祭
は
、
12

月
1
日
㈯
に
開
催
予
定
で
す
。

大
東
市
民
セ
ン
タ
ー
L
2
4
3
‐
3
4
2
6

O
2
4
0
‐
1
8
7
8

大
東
地
域
会
議
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Ｚひと　まち ふぉとニュース Ｚひと　まち

　8月18日に連馨寺で
開催された「川越ゆか
たファッションショ
ー」。会場は、個性豊
かな浴衣を見ようと
来場者でいっぱいに。牧

まき

田
た

さんご家族（左下写真）
は、子どものりあんくんが1歳になり、初めて浴
衣を着せてあげようと思い参加したそうです。
　また、川越工業高校から女子生徒がグループで
参加し、自分たちで色を染めた手作りの浴衣を披
露。「水色に地染めするのが難しかったです」と
田

た

邊
なべ

萌
もえ

さん（高校3年生・右下写真）。
　その他にも、アニメのキャラクターをイメージ
した浴衣を着た人など、それぞれ思い思いの浴衣
を披露していました。

お気に入りの浴衣を披露！
　8月4日・5日に、八雲神社（中台）で県指定無形民
俗文化財の「川越祭り囃子」が行われました。「暑い
中、たくさんの子どもたちが来てくれてうれしいで
す」と中台囃子連組頭の武

む

藤
とう

幸
こう

次
じ

さん。部屋がいっ
ぱいになるほど、地
元の子どもから大人
まで集まり、お囃子
の音に耳を傾けてい
ました。

みんな聞き入る囃
はや

子
し

の音

りあんくんは大勢の人の前
で緊張気味
りあんくんは大勢の人の前
で緊張気味

自作の浴衣を着て、落ち着い
た表情で先頭を歩く田邊さん
自作の浴衣を着て、落ち着い
た表情で先頭を歩く田邊さん

　パラリンピックの種目である車いすバスケットボ
ール。その体験会が（公社）川越青年会議所主催「ぼく
らの夏休み！ 2018」のプログラムの一つとして、
8月18日に霞ケ関東小学校で開催されました。参加
した小学生の栁

やなぎ

谷
や

依
い ち か

愛さんは、「パスが難しいけど、
みんなで車いすバスケができて楽しいです」と笑顔
で話してくれました。

パラリンピックの種目を体験

車いすでドリブルする栁谷
さん（左）
車いすでドリブルする栁谷
さん（左）

パラリンピック選手と円陣！
「行くぞー！」「オー！」
パラリンピック選手と円陣！
「行くぞー！」「オー！」

　
交
通
事
故
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
身
体
へ
の
被
害
の
軽
減
に
効

果
の
高
い
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
正
し
く
着
用

し
ま
し
ょ
う
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
命
を
守
る
命
綱
で
あ
り
、
自
動

車
の
後
部
座
席
で
あ
っ
て
も
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
し
な
い

と
、
致
死
率
は
約
11
倍
も
高
く
な
り
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
成
長
に
合
っ
た
安
全
な
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
適
正
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

防
犯
・
交
通
安
全
課
L
2
2
4
‐
5
7
2
1

O
2
2
4
‐
6
7
0
5

　
川
越
警
察
署
、
関
係
機
関
・
団
体
と
協
力
し
、
次
の
と
お
り
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す（
雨
天
中
止
）。

出
発
式
、
街
頭
広
報
の
日
・
飲
酒
運
転
根
絶
の
日

　
東
京
国
際
大
学
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
に

よ
る
演
技
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時
…
9
月
21
日
㈮
午
前
10
時
～

会
場
…
ウ
ェ
ス
タ
川
越 

交
流
広
場

歩
行
者
保
護
の
日
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日
時
…
9
月
26
日
㈬
午
前
10
時
～

会
場
…
ベ
ル
ク
的
場
店

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
・
反
射
材
着
用
推
進
の
日
街
頭
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン

日
時
…
9
月
28
日
㈮
午
前
10
時
～

会
場
…
市
役
所
本
庁
舎
周
辺

9
月
21
日
～
30
日
は
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

防
犯
・
交
通
安
全
課
L
2
2
4
︲
5
7
2
1

O
2
2
4
︲
6
7
0
5昨年の出発式の様子昨年の出発式の様子
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ひ
と 

ま
ち

コ
ラ
ム

障
害
者
差
別
解
消
法
を
ご
存
じ
で
す
か

障
害
者
福
祉
課
L
2
2
4
︲
5
7
8
5

O
2
2
5
︲
3
0
3
3

と
も
に
支
え
合
い
、
暮
ら
し
て
い
く
ま
ち
6

　伊佐沼のハスが今年は例年より早く6月半ば
ごろから咲き始め、多くの花が咲き、市民の皆
さんの目を楽しませてくれました。
　平成24年に、県の水辺再生事業により、伊
佐沼の北側のハスが育つ区域を取り囲むように
擬木の橋が架けられました。橋の建設と並行し
て、「伊佐沼の蓮

はす

を咲かそう会」が橋の南側に
もハスを移植し、その時移植されたハスが次第
に増え、近年は大変多くの花が咲くようになり
ました。
　花の最盛期の7月には、多くのハスの花が橋
の南北両側に優雅な姿をたくさん見せてくれる
ようになりました。
　伊佐沼のハスは、終戦直後まで自生していた
ようです。ところが終戦後の食糧難の時代に、
食べられるということでレンコンを掘って食料
にしてしまったため一度絶えてしまいました
（レンコンを食べてしまったためにハスが絶え

た、ということを母親から聞きました）。小学
生のころ、伊佐沼に魚釣りや船遊びに何度も行
っていました。しかし、その時にハスを見た記
憶は一度もありません。
　伊佐沼にハスが復活したのは、昭和42～44
年ごろ、沼の西側の水田地帯に問屋団地を造成
するため底土を浚

しゅん

渫
せつ

（＊）して田んぼに移す事業
をした後です。伊佐沼の底土の中で休眠状態だ
ったハスの種子が、浚渫により表面に出てきて
芽を出したのだと言われていました（浚渫で復
活した生き物に、びっくりするほど大きいカラ
ス貝があります。浚渫後伊佐沼に大量に発生し
ましたが、4～5年で姿が見えなくなってしま
いました )。
　今、伊佐沼のハスは、「伊佐沼の蓮を咲かそ
う会」の皆さんに守られています。この会は、
周辺地域の農家の方々が中心になっているボラ
ンティア団体で、ハスの自生する沼底を耕した
り、ハスの邪魔をするマコモを刈り取る等ハス
を保護する活動だけではなく、伊佐沼全体の環
境美化活動を続けています。
　伊佐沼のハスが、復活後現在のように広い区
域に拡大増殖したのは、「伊佐沼の蓮を咲かそ
う会」の皆さんの地道な活動によるところが大
きいと言えます。
＊浚渫…水の底にある土砂を掘り取ること

79　伊佐沼のハス

　
最
終
回
と
な
る
今
回
は
、
障
害
者
差
別
解
消
法
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。
同
法
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
２８
年
4
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

す
べ
て
の
人
が
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
互
い
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
行
政
機
関
や
民
間
事
業
者
が
障
害

の
あ
る
方
へ
「
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
」
を
す
る
こ
と
を
禁
止

し
、「
合
理
的
配
慮
を
す
る
こ
と
」
を
求
め
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
身
の
回
り
や
心
の
中
を
見
直
し
、
障
害
の
あ
る
方
へ
の
対
応

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■「
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
」
と
は

　
障
害
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
正
当

な
理
由
が
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
断
っ

た
り
、
制
限
を
し
た
り
す
る
よ
う
な
行
為
の

こ
と
で
す
。

例�

…
ア
パ
ー
ト
へ
の
入
居
を
断
る
▼
身
体
障
害
者
補
助
犬
の
同
伴

を
理
由
に
入
店
を
断
る
▼
窓
口
で
の
対
応
を
拒
否
す
る 

な
ど

■「
合
理
的
配
慮
」
と
は

　
障
害
の
あ
る
方
が
、
日
常
生
活
や
社
会
生
活

を
送
る
上
で
妨
げ
と
な
る
社
会
的
障
壁
を
取

り
除
く
た
め
、
障
害
の
あ
る
方
に
、
個
別
の
状

況
に
応
じ
て
行
わ
れ
る
配
慮
の
こ
と
で
す
。

例�

…
車
い
す
の
方
が
段
差
を
通
過
し
た
り
、
乗
り
物
に
乗
っ
た
り

す
る
の
を
手
助
け
す
る
▼
筆
談
や
読
み
上
げ
を
す
る
▼
車
両
乗

降
場
所
を
施
設
の
出
入
口
に
近
い
場
所
へ
変
更
す
る 

な
ど

　
今
後
も
、
す
べ
て
の
人
が
と
も
に
支
え
合
い
、
暮
ら
し
て

い
く
ま
ち
の
実
現
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
も
何
が
で
き
る
か
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。



　
現
在
、
博
物
館
で
は
埼
玉
県
刀
剣
保
存
協
議
会
と
共
催

で「
埼
玉
県
名
刀
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
刀
は
平
安
時
代
後
期
に
誕
生
し
、
長
い
戦
い
の
歴

史
の
中
で
、
そ
の
姿
を
変
え
て
き
ま
し
た
。
用
に
徹
し
、

洗
練
さ
れ
た
美
し
さ
は
「
く
ろ
が
ね
の
芸
術
」
と
も
た
た

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
刀
剣
は
見
か
け
に
よ
ら
ず
弱
く
、
持
ち
主
が
手
入
れ
を

怠
る
と
す
ぐ
に
さ
び
て
し
ま
い
、
研
磨
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
刀
剣
を
良
好
な
状
態
に
維
持
す
る
た
め
に
は
、
良
い

鞘さ
や

と
鎺は

ば
き（

鍔つ
ば

元
を
止
め
て
お
く
金
具
）が
大
切
で
す
。
各
時

代
の
持
ち
主
や
職
人
、
た
く
さ
ん
の
人
の
手
間
が
掛
け
ら

れ
て
、
現
代
ま
で
伝
え
ら
れ
、
今
こ
こ
に
あ
る
の
で
す
。

　
同
展
で
は
、
こ
う
し
た
日
本
刀
の
一
千
年
に
及
ぶ
歴
史

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
展
示
品
は
、
同
会
員
秘
蔵
の

刀
剣
・
小
道
具
を
は
じ
め
、
博
物
館
か
ら
は
、
鎌
倉
時
代

の
備
前
一
文
字
派
吉
房
の
太
刀
が
、
特
別
出
品
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
多
く
の
人
の
手
に
よ
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
、
日
本
刀

の
も
う
一
つ
の

歴
史
に
も
思
い

を
は
せ
て
、
同

展
を
ご
覧
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

期
間
…
9
月
24

日
㉁
ま
で
　
経

費
…
入
館
料

川川
越越
時時
間間
旅旅
行行
　　

川川
越越
時時
間間
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行行
　　

川川
越越
時時
間間
旅旅
行行
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川
越
時
間
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行
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日
本
刀 
‐
守
り
伝
え
ら
れ
る
一
千
年
の
歴
史
‐

　サツマイモの
収穫の最盛期は
10月。市民団
体の川越いも友

の会が、その10月と「九
く

里
り

四
よ

里
り

うまい十三里」の
十三をあわせて、昭和62年に10月13日を「サツ
マイモの日」として川越で宣言しました。現在で
は全国的に「10月13日はサツマイモの日」とし
て公認され広く定着しています。
　川越周辺では、歴史的農産物のサツマイモを生
かした多くの菓子類や加工商品、料理などが販売
されています。その製造・販売業者が集まり組織
されたのが、川越サツマイモ商品振興会です。同
振興会では、日ごろからお世話になっているお芋

に感謝するた
めに、平成６年
から「いもの日
まつり（いも供
養）」を毎年10
月13日に開催
し、翌年には「川越さつまいも地蔵尊」を妙善寺（菅
原町）に建立しました。また10年前からは、11
月23日に川越運動公園で少年サッカー大会「サツ
マイモカップ」を開催し、特産の伝統品種「紅赤」
の焼き芋を選手に提供しています。

川越のユニークなイモ行事

農政課L224－5939
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いもの日まつりの様子いもの日まつりの様子

編
集
後
記

編
集
後
記

	

ど
ん
ぐ
り

も
う
す
ぐ
敬
老
の
日
。
市
内

に
は
、
表
紙
で
紹
介
し
た

ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
を
行
う
元
気
な

高
齢
の
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

富
士
見
六
地
蔵
公
園（
広
谷
新
町
）

で
活
動
す
る
太
極
拳
の
グ
ル
ー
プ

放ふ
ぁ
ん
そ
ん松

会か
い

も
そ
の
一
つ
で
す
。
撮
影

に
伺
っ
た
8
月
23
日
に
は
、
60
歳

か
ら
80
歳
を
超
え
る
方
ま
で
50
人

ほ
ど
が
参
加
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

教
え
て
い
る
山や

ま

科し
な

先
生
の
指
導
の

も
と
、
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

体
を
動
か
す
と
、
自
然
と
会
話
が

生
ま
れ
、
皆
さ
ん
の
交
流
の
場
に

も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

真剣な表情で取り組む放松会の皆さん真剣な表情で取り組む放松会の皆さん


